
（第 2回）国語 

 

- 0 - 

 

令
和
七
年
度 

東
京
純
心
大
学 

看
護
学
部 

看
護
学
科 

 

一
般
選
抜
試
験
（
第
二
回
）
【
国 

語
】 

試
験
問
題 

 
試
験
時
間 

60
分 

問
題
は
１
～
６
ペ
ー
ジ 

 

  

注
意
事
項 

・
解
答
は
、
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。 

・
問
題
用
紙
は
、
試
験
終
了
後
回
収
す
る
。 

 

  

受験番号 

令和 7 年 2 月 23 日  

n 日 8 



（第 2回）国語 

 

- 1 - 

 

一 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

  

髪
形
や
服
装
に
関
す
る
（Ⅰ

）
不
合
理
な
校
則
の
存
在
が
、
各
地
の
学
校
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
時
代
（
ア
）
錯
誤
な
決
ま
り
は
廃
止
す
る
な
ど
、
適
切

な
形
に
改
め
る
べ
き
だ
。 

 

文
部
科
学
省
は
、
教
員
が
生
徒
指
導
を
行
う
際
の
手
引
書
「
生
徒
指
導
提
要
」
の
改
定
案
を
ま
と
め
た
。
校
則
を
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
、

本
当
に
必
要
な
規
則
な
の
か
、
絶
え
ず
見
直
す
よ
う
促
し
た
点
が
特
徴
だ
。 

 

現
行
版
で
は
、
校
則
で
扱
う
対
象
と
し
て
「
制
服
や
パ
ー
マ
・
脱
色
、
化
粧
」
な
ど
を
①
レ
イ
ジ
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
制
に
（
Ａ
）
お
墨
付
き
を
与

え
か
ね
な
い
と
し
て
、
改
定
版
で
は
②
サ
ク
ジ
ョ
し
た
。 

 

学
校
に
は
「
下
着
は
白
」
「
生
ま
れ
つ
き
髪
が
黒
で
な
い
場
合
、
染
め
さ
せ
る
」
「
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
は
不
可
」
な
ど
の
校
則
が
今
も
残
っ
て
い
る
。
下
着
の
色

に
つ
い
て
は
、
教
員
が
目
視
で
確
認
し
た
り
、
違
反
し
た
ら
脱
が
せ
た
り
す
る
指
導
法
も
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。 

 

学
校
生
活
に
一
定
の
ル
ー
ル
は
必
要
だ
が
、
子
ど
も
の
権
利
や
個
性
ま
で
過
度
に
規
制
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
だ
。 

 

不
合
理
な
校
則
に
異
議
を
（
イ
）
唱
え
よ
う
と
し
た
生
徒
に
、
教
員
が
「
内
申
書
に
響
く
ぞ
」
と
応
じ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
校
則
の
意
義
を
理
解
し
な
い
ま

ま
、
守
ら
せ
る
こ
と
だ
け
に
（
Ｂ
）
腐
心
し
て
き
た
学
校
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

各
学
校
は
ま
ず
、
校
則
が
時
代
や
社
会
情
勢
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
意
義
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
そ

れ
が
で
き
な
い
よ
う
な
内
容
は
、
廃
止
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
だ
。 

 

校
則
の
見
直
し
や
制
定
に
は
、
生
徒
会
が
関
与
し
た
り
、
各
学
級
で
③
ヘ
ン
コ
ウ
し
て
ほ
し
い
部
分
を
話
し
合
っ
た
り
す
る
形
で
、
児
童
生
徒
が
直
接
参
加

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

 

自
分
た
ち
が
主
体
的
に
決
め
た
ル
ー
ル
で
あ
れ
ば
、
守
ろ
う
と
い
う
意
識
も
生
ま
れ
や
す
い
だ
ろ
う
。
社
会
の
一
員
と
し
て
、
④
ト
ウ
ジ
シ
ャ
意
識
を
育
む

「
主
権
者
教
育
」
に
も
つ
な
が
る
は
ず
だ
。 

 

「
ブ
ラ
ッ
ク
校
則
」
と
も
呼
ば
れ
る
不
合
理
な
校
則
は
、
１
９
７
０
年
か
ら
80
年
代
、
各
地
の
学
校
で
吹
き
荒
れ
た
校
内
暴
力
や
非
行
な
ど
を
背
景
と
す
る
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管
理
教
育
の
（
ウ
）
名
残
だ
と
言
わ
れ
る
。 

 

90
年
に
は
神
戸
市
の
高
校
で
、
遅
刻
を
し
な
い
よ
う
に
校
門
に
駆
け
込
ん
だ
女
子
生
徒
が
、
教
諭
の
閉
め
た
扉
と
柱
の
間
に
挟
ま
れ
て
死
亡
す
る
と
い
う
痛

ま
し
い
出
来
事
も
あ
っ
た
。
校
則
の
順
守
を
求
め
る
過
度
の
生
徒
指
導
が
⑤
マ
ネ
い
た
事
件
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。 

 

手
引
書
の
改
定
案
は
、
校
則
に
つ
い
て
「
児
童
生
徒
が
健
全
な
学
校
生
活
を
送
り
、
よ
り
よ
く
成
長
・
発
達
し
て
い
く
た
め
に
設
け
ら
れ
る
」
と
定
義
し
て

い
る
。
今
あ
る
校
則
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
各
学
校
で
し
っ
か
り
と
考
え
た
い
。 

（
社
説
「
不
合
理
な
校
則
」
（
『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
〇
月
九
日
）
に
よ
る
） 

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 
 

レ
イ
ジ 

 
 

② 

サ
ク
ジ
ョ 

 
 

③ 

ヘ
ン
コ
ウ 

 
 

④ 

ト
ウ
ジ
シ
ャ 

 
 

⑤ 

マ
ネ
（
い
た
） 

（
ア
） 

錯
誤 

 
 

（
イ
） 

唱
（
え
） 

 
 

（
ウ
） 

名
残 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 

  

（
Ａ
） 

お
墨
付
き
を
与
え
（
る
） 

 
 

（
Ｂ
） 

腐
心
し
て 

 

設
問
三 

傍
線
部
（Ⅰ

）「
不
合
理
な
校
則
の
存
在
」
に
つ
い
て
、
そ
の
根
本
的
な
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
部
分
を
、
本
文
か
ら
二
五
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

 

設
問
四 

あ
る
べ
き
校
則
の
す
が
た
に
つ
い
て
、
筆
者
が
本
文
で
説
明
し
て
い
る
内
容
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。
空
欄
（
１
）
～
（
６
）
を
、
適
切 

な
言
葉
を
補
っ
て
埋
め
な
さ
い
。 
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学
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現
行
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↓
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そ
の
結
果
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・
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的
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合 
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２
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（
５
） 

 
 

に
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が
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↓
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新
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な
校
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の
制
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学
校
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ホ
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ム
ペ
ー
ジ
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ど
で
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必
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（
６
） 

 
 

 
 

 

（
右
の
流
れ
の
繰
り
返
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二 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

  

欧
州
各
国
や
中
韓
な
ど
世
界
16
カ
国
が
進
め
る
国
際
調
査
の
①
イ
ッ
カ
ン
と
し
て
、
国
内
で
は
一
般
社
団
法
人
「
日
本
補
聴
器
工
業
会
」
な
ど
が
１
万
４
０

６
１
人
を
対
象
に
実
施
し
、
最
新
デ
ー
タ
を
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
Ｔ
ｒ
ａ
ｋ
（
ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
）
２
０
２
２
」
に
ま
と
め
た
。 

 

そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
聞
こ
え
に
く
さ
を
自
覚
し
て
い
る
人
の
割
合
は
10
％
だ
っ
た
。
年
代
別
に
み
る
と
、
75
歳
以
上
が
34
・
４
％
▽
65
～
74
歳
が
14
・

９
％
▽
55
～
64
歳
が
８
・
９
％
―
―
な
ど
と
続
い
た
。 

 

聞
こ
え
に
く
さ
を
自
覚
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
補
聴
器
を
所
有
し
て
い
る
人
の
割
合
は
15
・
２
％
。
16
カ
国
の
中
で
は
15
位
だ
っ
た
。
欧
州
各
国
な
ど
の
所

有
率
は
３
～
５
割
で
、
日
本
の
低
さ
が
際
立
っ
た
。 

 

「
『
難
聴
は
生
活
が
少
し
不
便
に
な
る
く
ら
い
』
と
（
Ａ
）
甘
く
考
え
て
は
い
け
な
い
」 

 

そ
う
（
Ｂ
）
警
鐘
を
鳴
ら
す
の
は
、
東
海
大
医
学
部
の
和
佐
野
浩
一
郎
准
教
授
（
耳
鼻
咽
喉

い
ん
こ
う

科
学
）
だ
。 

 

耳
か
ら
入
っ
た
音
は
絶
え
ず
、
脳
内
で
必
要
な
も
の
と
不
必
要
な
も
の
が
②
ハ
ン
ダ
ン
さ
れ
て
お
り
、
必
要
な
音
が
は
っ
き
り
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
処
理
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
て
く
る
と
「
必
要
な
音
が
聞
き
取
れ
ず
、（
ア
）
雑
音
が
気
に
な
る
な
ど
、
脳
内
の
処
理
が
う
ま
く
い
か
な
く

な
る
」
（
和
佐
野
准
教
授
）
と
い
う
。 

 

こ
の
た
め
、
そ
れ
を
（
イ
）
放
置
し
て
お
く
と
認
知
障
害
や
抑
う
つ
、
睡
眠
障
害
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
恐
れ
が
あ
る
。 

 

英
ロ
ン
ド
ン
大
な
ど
が
２
０
２
０
年
、
英
医
学
誌
ラ
ン
セ
ッ
ト
で
公
表
し
た
研
究
に
よ
る
と
、
英
国
の
45
～
65
歳
で
難
聴
が
あ
る
場
合
と
、
な
い
場
合
と
を

比
べ
た
と
こ
ろ
、
あ
る
場
合
は
認
知
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
１
・
９
倍
に
③
ジ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
。
一
方
、
米
国
の
50
歳
以
上
の
２
０
４
０
人
を
対
象
に
し
た
別
の
研

究
で
は
、
補
聴
器
を
使
用
す
る
と
認
知
障
害
が
抑
え
ら
れ
た
。 

 

こ
う
し
た
健
康
上
の
リ
ス
ク
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
日
本
で
は
補
聴
器
の
所
有
や
利
用
が
進
ま
な
い
の
か
。
ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
の
最
新
デ
ー
タ
か
ら
は
背
景

が
読
み
取
れ
る
。 

 

ま
ず
は
、
リ
ス
ク
認
識
の
低
さ
だ
。
聞
こ
え
に
く
さ
と
関
連
す
る
障
害
に
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
を
複
数
回
答
で
尋
ね
る
と
、
認
知
症
18
％
▽
睡
眠
障
害
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15
％
▽
抑
う
つ
13
％
―
―
に
と
ど
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
健
康
に
関
係
し
て
い
な
い
」
と
い
う
回
答
は
56
％
に
も
上
っ
た
。 

 

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
受
診
率
の
低
さ
だ
。
聞
こ
え
に
く
さ
を
自
覚
し
て
も
、
耳
鼻
科
や
か
か
り
つ
け
医
に
向
か
う
人
は
38
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

た
だ
、
受
診
し
た
人
で
も
医
師
に
補
聴
器
の
使
用
を
④
ス
ス
め
ら
れ
た
の
は
英
国
で
83
％
、
フ
ラ
ン
ス
で
79
％
、
ド
イ
ツ
で
72
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
日
本

は
37
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

補
聴
器
の
満
足
度
の
低
さ
に
も
原
因
が
あ
り
そ
う
だ
。
日
本
の
満
足
度
は
50
％
で
、
16
カ
国
中
で
最
下
位
。
補
聴
器
の
⑤
ハ
ン
バ
イ
店
を
友
人
ら
に
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
６
％
に
と
ど
ま
り
、
購
入
時
に
不
満
を
持
っ
た
人
が
多
い
可
能
性
が
う
か
が
え
た
。 

 

補
聴
器
は
購
入
後
、
そ
の
人
の
耳
に
合
わ
せ
、
常
に
細
か
な
調
整
が
必
要
不
可
欠
だ
。
和
佐
野
准
教
授
は
今
回
の
調
査
で
、
補
聴
器
の
調
整
回
数
に
関
す
る

質
問
で
「
０
～
２
回
が
41
％
」
と
い
う
回
答
に
着
目
し
た
。「
購
入
し
て
も
（
ウ
）
心
地
が
悪
い
と
思
う
ケ
ー
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘

す
る
。 

 

そ
の
上
で
「
加
齢
に
伴
う
変
化
と
諦
め
ず
に
、
補
聴
器
が
健
康
リ
ス
ク
の
予
防
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
、
適
切
に
使
用
で
き
る
環
境
を
医
療
や

業
界
が
つ
く
る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し
た
。 

（
渡
辺
諒
「
補
聴
器
所
有
率 

低
い
日
本
」
（
『
毎
日
新
聞
』
二
〇
二
三
年
一
月
二
八
日
）
に
よ
る
） 

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 

イ
ッ
カ
ン 

 
 

② 

ハ
ン
ダ
ン 

 
 

③ 

ジ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ 

 
 

④ 

ス
ス
（
め
） 

 
 

⑤ 

ハ
ン
バ
イ 

（
ア
） 

雑
音 

 
 

（
イ
） 

放
置 

 
 

（
ウ
） 

心
地 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
に
つ
い
て
同
義
の
熟
語
を
漢
字
二
字
で
記
し
、
傍
線
部
（
Ｂ
）
に
つ
い
て
は
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 
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（
Ａ
） 

甘
く
考
え
（
る
） 

 
 

（
Ｂ
） 

警
鐘
を
鳴
ら
す 

 

設
問
三 
本
文
を
も
と
に
し
た
以
下
の
説
明
の
文
章
に
つ
い
て
、
適
切
な
数
字
（
整
数
一
ケ
タ
）
を
補
っ
て
、
空
欄
ａ
～
ｅ
を
埋
め
な
さ
い
。 

 

今
回
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
聞
こ
え
に
く
さ
を
自
覚
す
る
人
は
増
加
す
る
。
75
歳
を
過
ぎ
る
と 

ａ 
 

分
の
一
以
上
が
該
当

す
る
ほ
ど
だ
。
だ
が
、
自
覚
し
て
い
る
人
の
中
で
の
補
聴
器
所
有
は
、 

ｂ 
 

人
に
一
人
以
下
と
低
く
、
調
査
対
象
国
の
う
ち
下
か
ら 

ｃ 
 

番
め
だ
。

ま
た
、
自
覚
し
て
も
医
療
機
関
を
受
診
し
な
い
人
が 

ｄ 
 

割
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
健
康
上
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
認
識
の
低
さ
が
あ
る

だ
ろ
う
。
聞
こ
え
に
く
く
て
も
健
康
に
関
係
し
て
い
な
い
と
考
え
る
人
が
全
体
の 

ｅ 
 

割
を
超
え
て
い
る
。 

 設
問
四 

補
聴
器
使
用
に
関
す
る
望
ま
し
い
あ
り
方
に
つ
い
て
、
本
文
を
参
考
に
し
て
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
空
欄
（
１
）
～
（
３
）
に
適
切
な
言
葉
を 

補
い
な
さ
い
。 

  
 

聴
力
低
下
が
も
た
ら
す 

 
 

（
１
） 

 
 

 

を
認
識
し
て
お
く 

 
 

 
 

 

↓ 

 
 

聞
こ
え
に
く
さ
を
自
覚
し
た
ら
…
… 

 
 

 
 

・
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る 

 
 

←
← 

医
師
の
適
切
な
助
言
も
必
要
と
な
る 

 
 

 
 

・
積
極
的
に 

 

（
２
） 

 
 

を
考
え
る 

 
 

 
 

 

↓ 

 
 

補
聴
器
を
購
入
後
は
…
…
常
に 

 
 

（
３
） 

 
 

 

を
心
掛
け
る 

 

←
← 
業
界
の
環
境
整
備
も
求
め
ら
れ
る 
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